
三
、
資
料
B
 
 

熊
野
筆
に
か
ん
す
る
史
料
 
 
 



（
資
料
一
）
静
流
隼
田
翁
碑
 
 

翁
廣
島
保
安
姿
郡
熊
野
村
人
父
道
草
長
於
筆
札
教
 
 

子
弟
有
年
通
稗
源
兵
衛
鎗
名
道
恒
通
稀
松
右
衛
門
 
 

従
父
受
書
法
業
大
進
年
十
」
ハ
歳
巳
代
父
教
子
弟
吏
 
 

師
萄
藩
士
書
家
小
野
某
撃
所
謂
御
門
流
者
尤
蓉
揮
 
 

其
薙
奥
名
窟
透
通
稲
妙
手
翁
教
而
不
倦
従
弘
化
甲
 
 

辰
至
明
治
糞
酉
三
十
六
年
如
一
日
熊
野
村
及
近
村
 
 

入
門
者
百
数
十
人
臭
配
結
城
氏
前
没
男
五
人
女
二
 
 

人
後
更
啓
三
宅
氏
翁
温
而
雅
善
客
人
人
皆
敬
愛
之
 
 

吉
凶
盛
宴
未
食
不
請
静
養
其
徳
自
有
高
於
人
者
不
 
 

猿
書
法
也
玄
門
人
相
議
欲
建
碑
以
報
恩
来
請
余
碑
 
 

銘
余
不
散
辞
作
之
銘
日
 
 

筆
札
妙
手
 
 
資
性
篤
行
 
 

其
徳
馨
番
 
 
人
皆
愛
敬
 
 

管
贋
島
藩
儒
 
山
田
 
養
吉
 
撰
 
 

陸
軍
少
将
 
 
佐
藤
 
正
 
題
字
 
 

広
島
県
□
□
 
北
村
 
三
郎
 
書
 
 

（
明
治
三
十
一
年
仲
春
建
之
、
呉
地
八
幡
神
社
境
内
）
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祖元葦毛  
碑生先次為木々佐  

（
資
料
二
）
 
 

佐
々
木
為
次
先
生
ハ
文
 
 

政
五
年
九
月
四
日
屋
坂
 
 

城
之
掘
事
佐
々
木
家
二
 
 

生
ル
天
保
五
年
十
三
才
 
 

有
馬
二
行
キ
毛
筆
製
造
 
 

之
技
ヲ
習
得
同
九
年
十
 
 

七
才
ニ
シ
テ
本
村
二
帰
 
 

郷
而
シ
テ
村
民
：
此
ノ
 
 

技
ヲ
教
へ
拡
メ
一
生
ヲ
 
 

終
ル
時
明
治
十
七
年
一
 
 

月
行
年
六
十
三
才
 
 

門
人
 
 

向
殿
嘉
右
工
門
建
立
 
 

（
昭
和
六
年
一
月
 
城
之
掘
区
）
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（
資
料
三
）
 
 片
川
仁
一
郎
君
ノ
製
筆
二
心
ヲ
轟
サ
レ
シ
功
勢
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
シ
有
志
者
相
謀
 
 

り
君
ガ
功
績
ヲ
石
二
刻
シ
後
世
二
博
へ
以
テ
同
業
者
ノ
奨
励
ト
ナ
サ
ン
ト
欲
シ
文
ヲ
予
 
 

二
嘱
ス
予
君
二
知
ア
リ
且
ツ
君
ガ
功
績
尤
モ
我
ガ
願
下
二
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
故
二
酎
 
 

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
其
梗
築
ヲ
述
べ
ン
ト
ス
 
 

父
兼
助
君
ハ
明
治
初
年
ヨ
リ
製
筆
販
責
ノ
菓
二
従
ヒ
各
地
方
二
奔
走
シ
需
用
ノ
如
何
ヲ
 
 

寛
検
シ
十
一
年
某
日
鹿
兄
島
市
二
開
店
セ
リ
兼
助
君
五
男
一
女
ヲ
有
ス
君
ハ
長
男
ナ
リ
 
 

紀
次
二
照
一
兼
松
明
三
盛
夫
一
家
和
親
春
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
営
業
二
従
フ
熊
野
村
ノ
製
筆
二
於
 
 

ケ
ル
只
数
ノ
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
世
二
知
ラ
レ
其
ノ
優
等
品
二
重
リ
テ
ハ
粟
ヨ
リ
得
意
ト
ス
ル
 
 

念
 
所
ニ
ア
ラ
ス
特
二
優
品
ヲ
製
出
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
熊
野
ノ
名
二
因
リ
テ
梢
軽
視
セ
ラ
ル
ル
 
 
 

憾
ナ
キ
能
ハ
ス
君
之
ヲ
慨
嘆
シ
自
ラ
東
奔
西
走
常
二
視
察
㌔
製
作
上
大
二
改
良
 
 

碑
進
歩
ヲ
期
シ
且
ツ
部
下
ヲ
督
励
シ
鋭
意
事
二
嘗
り
其
成
綺
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
今
ヤ
出
 
 

所
ヲ
問
ハ
ス
至
ル
所
歓
迎
セ
ラ
ル
此
番
達
ヲ
見
シ
モ
ノ
即
チ
君
ガ
多
年
苦
心
ノ
腸
卜
云
 
 

ハ
ザ
ル
ヲ
得
ス
鹿
兄
島
ニ
ア
リ
テ
ハ
頭
一
君
其
他
ノ
令
弟
協
力
シ
テ
兼
助
君
ヲ
佐
ケ
其
 
 

勉
強
卜
鴛
茸
ト
ハ
日
二
月
二
繁
栄
卜
其
ト
ナ
リ
牌
下
ハ
勿
論
九
州
各
方
面
二
信
用
ヲ
 
 
 

得
名
警
博
セ
リ
蓋
シ
亦
君
力
功
勢
筆
力
ア
リ
ト
云
ベ
シ
有
志
家
君
れ
新
二
感
シ
 
 

此
ノ
芙
蓉
二
出
タ
ル
モ
ノ
豊
二
偶
然
ナ
ラ
ン
ヤ
 
 

鹿
兄
島
 
小
 
松
 
文
 
雄
 
撰
 
 
（
明
治
四
十
二
年
八
月
、
呉
地
区
）
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（
資
料
四
）
肇
 
塚
（
自
然
石
）
 
 

東
洋
独
自
の
文
化
が
あ
り
日
本
独
自
の
書
道
が
あ
る
実
に
熊
野
筆
ほ
力
強
く
こ
れ
を
支
え
る
 
 
 

わ
が
祖
先
は
刻
苦
製
筆
の
技
を
導
入
し
子
孫
は
町
ぐ
る
み
の
生
業
と
し
て
こ
れ
を
高
次
化
す
る
 
 

こ
う
し
て
高
原
の
地
に
熊
野
繋
が
育
ち
今
日
市
場
は
国
の
内
外
に
拡
が
る
 
 
 

筆
の
生
産
は
町
民
生
活
の
主
軸
で
あ
り
町
民
は
こ
れ
に
生
命
を
つ
な
ぐ
わ
れ
わ
れ
は
筆
に
 
 

命
あ
る
を
信
じ
祖
先
の
遺
徳
の
中
に
筆
椅
を
あ
が
め
よ
う
と
す
る
 
 
 

こ
こ
に
同
志
相
集
い
天
下
に
受
容
せ
ら
れ
た
誇
り
鼻
刻
み
敬
虔
な
感
 
 

謝
と
至
情
と
を
永
遠
に
こ
の
塚
に
託
す
る
。
 
 

内
閣
総
理
大
臣
池
田
勇
人
 
書
 
 

（
昭
和
四
十
年
九
月
吉
祥
建
之
 
榊
山
神
社
境
内
）
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撃
と
い
へ
ば
熊
野
を
思
ひ
熊
野
と
い
へ
ば
筆
を
想
ふ
熊
野
筆
の
撃
償
は
賓
に
天
下
に
冠
た
る
も
の
で
あ
る
 
 

抑
々
熊
野
筆
の
由
来
ハ
弘
化
の
頃
鷹
島
市
研
屋
町
に
浅
野
家
御
用
筆
司
に
吉
田
清
蔵
な
る
人
が
あ
っ
た
時
に
 
 

井
上
治
平
ハ
こ
れ
に
つ
い
て
製
筆
の
法
を
尊
び
又
同
じ
頃
乙
丸
常
太
も
楠
津
の
有
馬
か
ら
製
筆
の
法
を
修
得
し
 
 

何
れ
も
帰
郷
し
て
村
人
達
に
こ
れ
を
侍
へ
た
の
が
そ
の
起
り
で
あ
る
 
 
 

山
間
で
自
給
自
足
の
出
来
な
か
っ
た
一
寒
村
ハ
爾
来
農
耕
の
か
た
は
ら
こ
の
副
業
に
励
ん
だ
そ
の
結
果
熊
野
筆
の
 
 

名
ハ
漸
次
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
遂
に
現
在
で
は
全
国
毛
筆
製
産
額
の
八
割
を
占
め
る
盛
況
を
呈
し
そ
の
品
質
も
 
 

亦
著
し
く
向
上
し
て
所
謂
東
京
筆
を
凌
駕
す
る
優
秀
晶
を
出
す
ま
で
に
進
歩
し
道
の
大
家
の
絶
賛
を
博
す
る
や
う
 
 

に
な
っ
た
こ
れ
は
全
く
井
上
乙
丸
両
氏
の
功
に
擦
る
も
の
で
時
恰
も
熊
野
筆
寄
生
後
百
年
に
嘗
る
の
で
郷
民
相
謀
り
 
 

其
の
偉
徳
を
頒
へ
そ
の
功
績
を
永
く
後
尾
に
侍
へ
る
た
め
熊
野
町
商
工
合
の
名
に
於
て
こ
の
碑
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
 
 

昭
和
丁
亥
秋
日
 
桂
園
井
上
政
雄
題
 
 

（
資
料
五
）
熊
野
毛
筆
元
祖
頒
徳
之
碑
 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月
之
告
 
桂
匿
井
上
政
雄
こ
れ
を
し
る
す
 
 
 

（
榊
山
神
社
境
内
）
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（
資
料
六
）
安
芸
郡
風
教
誌
（
大
正
四
年
発
行
）
 
 

実
業
功
労
者
 
乙
 
丸
 
常
太
郎
 
 

井
 
上
 
禰
 
助
 
 

本
郡
熊
野
村
に
於
け
る
製
筆
事
業
は
隣
村
矢
野
村
に
於
け
る
製
饗
事
業
と
相
使
っ
て
、
実
に
本
郡
及
本
県
下
に
於
け
る
資
源
の
権
 
 

威
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
蓋
し
之
が
起
源
は
、
今
を
去
る
五
十
六
・
七
年
前
の
事
に
属
す
。
而
し
て
今
其
の
元
祖
を
尋
ぬ
る
に
、
乙
 
 

丸
常
太
郎
、
井
上
弼
助
の
両
氏
に
原
く
も
の
～
如
し
。
 
 

抑
創
業
の
当
初
は
、
枝
未
だ
熟
せ
ず
勢
亦
振
は
ぎ
り
し
に
、
鋭
意
技
を
磨
き
、
熱
誠
業
を
励
み
、
人
を
導
き
世
を
警
め
、
孜
々
と
 
 

し
て
成
功
を
期
す
。
苦
辛
察
す
る
に
余
あ
る
も
の
に
あ
り
て
存
す
。
 
 
 

誠
に
し
て
明
治
十
年
、
初
め
て
内
国
博
覧
会
を
開
催
せ
ら
る
～
や
、
此
の
地
西
尾
平
助
な
る
も
の
、
自
製
の
毛
筆
を
出
品
し
、
正
 
 

に
入
賞
者
の
〓
員
に
列
せ
ら
る
D
乃
ち
大
に
勢
を
得
、
爾
来
発
杏
砥
礪
－
業
大
に
振
ふ
。
勢
既
に
此
の
如
し
。
乃
ち
今
は
其
の
製
造
 
 

戸
数
八
百
余
、
従
業
者
一
千
五
百
余
人
二
ケ
年
の
産
額
約
二
千
百
余
万
対
、
価
格
約
三
十
万
円
を
上
下
せ
り
と
云
ふ
。
両
氏
の
余
 
 

沢
亦
威
な
る
か
な
。
 
 
 

書
き
し
る
す
 
筆
の
い
の
ち
毛
 
つ
き
ぬ
と
も
 
 

つ
き
ぬ
は
君
が
 
い
さ
を
な
り
け
り
 
 
 

誰
か
又
両
氏
を
徳
と
せ
ぎ
る
も
の
ぞ
 
 

（
蛋
の
町
熊
野
誌
』
昭
和
三
十
四
年
よ
り
転
載
）
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（
資
料
七
）
 
 

先
生
謹
直
人
姓
梶
山
禰
伊
勢
守
家
世
為
熊
野
村
榊
山
 
 

八
幡
宮
社
司
資
性
率
直
而
奉
神
長
虐
恰
好
撃
善
書
殊
 
 

砕之生先山梶  

巧
草
書
流
麗
高
雅
頗
有
趣
致
遠
近
之
子
女
就
受
教
者
 
 

常
備
門
教
授
親
切
未
曽
見
倦
色
明
治
廿
二
年
十
一
月
 
 

廿
七
日
病
没
享
年
七
十
有
五
有
三
男
二
女
長
男
正
美
 
 

嗣
蓋
在
明
治
維
新
前
小
学
之
制
兼
行
之
時
而
使
間
村
 
 

之
農
軍
機
書
尺
牌
録
蒔
冊
日
用
無
惜
別
賓
先
生
之
賜
 
 

也
令
玄
門
人
相
謀
各
自
椙
資
建
碑
於
榊
山
勒
其
事
墳
 
 

之
一
端
以
侍
不
朽
亦
報
本
之
微
意
也
 
 

従
五
位
 
 
黒
 
川
 
 
穣
 
撰
 
 

西
 
尾
 
 
平
 
書
 
 

（
明
治
四
十
年
十
月
建
立
 
榊
山
神
社
境
内
）
 
 

（
な
お
、
こ
の
碑
に
刻
ん
で
あ
る
門
人
は
熊
野
村
七
十
二
人
・
本
庄
村
五
人
。
）
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夙
に
志
を
村
民
和
徳
ノ
開
発
、
地
方
風
儀
ノ
改
善
二
注
キ
、
図
書
縦
覧
所
ヲ
設
 
 

ケ
、
新
聞
紙
雑
誌
等
ヲ
備
へ
テ
村
民
二
間
覧
セ
シ
メ
、
或
ハ
時
二
講
師
ヲ
哨
シ
テ
 
 

講
演
会
ヲ
関
与
、
又
意
ヲ
産
菓
ノ
発
達
二
留
メ
テ
製
筆
事
業
ノ
改
良
二
貢
献
ス
ル
 
 

等
、
善
行
頗
ル
嘉
ス
ベ
シ
。
依
テ
本
会
々
則
第
六
灸
二
依
り
、
菟
二
之
ヲ
表
彰
シ
 
 
 

金
壱
封
ヲ
贈
与
ス
 
 
 

明
治
四
十
五
年
三
月
三
十
日
 
 

広
島
県
安
芸
郡
斯
民
会
長
 
 
従
六
位
勲
五
等
 
 
吉
 
田
 
頼
 
巳
 
 

（
な
お
、
七
筆
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
尺
田
植
太
郎
、
和
田
虎
吉
、
神
馬
林
右
衛
門
、
 
 

エ
田
旧
七
、
城
本
穣
一
、
藤
田
徳
行
、
藤
林
房
吉
の
七
人
。
）
 
 

（
『
筆
の
町
熊
野
誌
』
昭
和
三
十
四
年
よ
り
転
載
）
 
 

（
資
料
八
）
安
芸
郡
風
教
誌
の
表
彰
文
 
 

安
芸
郡
熊
野
村
 
七
筆
会
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